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論 文 の 内 容 の 要 旨
　農業における生物多様性を構成する作物遺伝資源の保全策の一つに、植物の生殖質を生育域外で長期間に
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審 査 の 結 果 の 要 旨
　本研究は由来の異なる遺伝的変異の調査・評価・発明の重要性、およびそれらのサツマイモの改良計画へ
の効率的応用を示したものである。第一部において重要形質の遺伝様式と代替形質の異なる対立遺伝子との
関連に対する理解を深めた。形質を同定する機能的マーカーは、その育種システムにおいて強力な手段にな
りうる。同様に第二部、第三部の研究は、生物工学のサツマイモへの応用に対する理解と技術の改良に役立
つものである。全体として、本研究はサツマイモの遺伝的構成に関する我々の知識を広げ、その改良に対し
それらの技術・知識の応用を可能とするものである。
　よって、著者は博士（生物工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものとして認める。
